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氏  名： 本村 知華子 
 

論文名： Effect of age on exercise-induced bronchoconstriction in children and 
adolescents with asthma 

（小児期と思春期の喘息患者における運動誘発気管支収縮に年齢が与える影響） 

 

区 分：  乙 
 

 

論 文 内 容 の 要 旨 
 

目的 呼気中一酸化窒素濃度（fractional exhaled nitric oxide: FeNO）、負荷前の 1秒量パーセント

予測値（％FEV1）、呼吸困難感が、小児期および思春期の運動誘発性気管支収縮（exercise-induced 

bronchoconstriction：EIB）を有する喘息患者を予測する有用な指標であるかを決定する。 

 

方法  

研究対象 運動中の呼吸困難感、咳、および/または喘鳴があり EIBの疑いがある、合計 184人（男 120

人、女 64人、平均年齢 11.2 歳、範囲 6〜18歳）を対象とした。 

 

研究デザイン 被検者は、運動負荷検査を開始する前に、診察、採血、および FeNO測定を受けた。肺

機能、運動強度および呼吸困難感を示すボルグスケールは、運動前と運動後 0、5、15分で評価され

た。運動後 FEV1値において 15％以上の低下があった場合、EIBの診断を示すと考えた。 

 
結果                                          運動負荷検査により 184人の被検者を評価した。 

被検者は 113人の小児期（12歳未満）と 71人の思

春期（12歳以上）に分けられた。本研究対象群の

フローチャートを図 1に示す。 被験者の特徴を表

1に、検査結果を表 2にそれぞれ示す。 吸入ステ

ロイド（inhaled corticosteroids: ICS）治療を

受けている割合、非アトピー型の患者数、血清総

IgEレベル、および検査前肺機能を両群について示

した。両群を比較した場合、FEV1の最大低下率に

有意な違いはなかった（表 2）。 

 

図 1.研究フローチャート 

 

表 1.年齢別の被験者の特徴 
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表 2. 年齢別の肺機能、呼気中一酸化窒素（FeNO）、および運動負荷検査 

 
 

  
図 2. 運動誘発気管支収縮（EIB）陽性（●◆ー）または陰性（○◇…）別、 

小児期喘息と思春期喘息における 1秒量（FEV1）と運動前後呼吸困難感の変化 

 

次に運動負荷試験後の FEV1と呼吸困難感の変化（図 2）を EIBの診断有無別に、両群において示した。

EIB 陽性小児は、EIB 陰性小児よりも呼吸困難感が強かった。一方、思春期患者では、運動後の呼吸困

難感は、EIB陽性者と EIB 陰性者の結果を比べると違いはなかった。EIB陽性思春期患者は、EIB陰性者

の結果と比較すると、呼吸困難感については同様の変化を示していた。EIB 陰性の被検者を小児期と思

春期で比較すると、運動後 0分と 5分でそれぞれ、小児期の呼吸困難感よりも、思春期の呼吸困難感が

強いことが明らかになった。EIB陰性の小児期患者と思春期患者を比較した場合 FEV1に違いはなかっ

た。表 3には、EIBと肺機能、FeNO および運動負荷検査 5分後の呼吸困難感の関連をまとめている。 

 

表 3.小児期、思春期別、肺機能、呼気中一酸化窒素（FeNO）、および呼吸困難感と、運動誘発性気管

支収縮との関連 

 

結論 小児期喘息では EIB が FeNOおよび呼吸困難感と関連しているが、FEV1パーセント予測値とは関

連していないことを明らかにした。一方思春期喘息では、EIBは FEV1パーセント予測値と FeNO の両方

に関連していたが、呼吸困難感には関連していなかった。 EIB陰性の青年は、同様に EIB陰性の小児よ

りも呼吸困難感を経験する可能性がある。 したがって、小児科医には、運動後に呼吸困難感が存在す

るかどうかに関係なく、検査前 FEV1パーセント予測値が低く、FeNOが高い思春期喘息症例では EIBを

念頭におき治療することを勧める。今後の研究では、小児期喘息と思春期喘息の両方で EIBに関連する

呼吸困難感の比較を検討する必要がある。これは重要な検討事項といえよう。 


